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多民族国家 シ ン ガ ポ ー ル で は 国語 の マ レ ー 語以外に , 公用語 と して ､ 英語 ､ 華語 (標準中国語),
タ ミ ー ル 語が認め られて い る ｡ こ の多言語社会に おける言語環境に関 して は , シ ン ガポ ー ル に 関
する書籍の ほとん どにお い て 述 べ られて おり , 学校教育におい て も二 言語教育政策がとられて い
る こ とは , よく知られて い る ｡ す なわ ち t 初等教育の段階から , 英語 を第 一 言語とし, 民族語 を
第二言語とす る 二言語教育が行なわれ て きた ｡ しかし, 1 9 〔)2年以降 , 教育制度の改革が行わ
れ従来の 二 言語教育に も少なからぬ 変化が 見られ る ｡ 本稿で は , 初等教育段階に おける言語 教育
(華語教育) の 実態と問題点に つ い て , 南華小学校を例 に考察する もの で ある ｡
キ ー ワ ー ド
シ ン ガ ポ ー ル , 多言語社会 , 二 言語教育, 華語
1 はじめに
近年 , 驚異的な経済発展 を遂 げ , ｢四 つ の
小竜｣ の ひ と つ に数えられるシ ン ガポ ー ル は,
わずか641kⅢ子の 面積 しかな い が , 多民族国家
で あり, 多言語社会で ある こ とはよ く知られ
て い る ｡ シ ン ガ ポ ー ル の 民族構成を1990年の
統計
2 )
によ っ て み ると , シ ン ガポ ー ル の 総人




14.4% がマ レ ー 系 , 7.1% がイン ド系,
その 他が1.1% とな っ て い る ｡ ま た , シ ン ガ
ポ ー ル の 憲法は マ レ ー 語を国語と定め , 公用
語と して は , マ レ ー 語 の 他 に英語 , 華語 (標
準中国語), ダ ミ ー ル 語を認め て い る ｡ こ れ
ら 四 つ の 言語は建て 前と して は平等に扱 われ
る ｡
4'
しか し, 実際は , 政治, 経済活動の 分
野 で は英語が使われ て おり , 教育言語も英語
が 中心とな っ て い る ｡ つ まり, 多言語社会 シ
ン ガ ポ ー ル にお い て も っ とも勢力を持 つ 言語
は 国語 で はなく , 公用語の 一 つ で ある英語で
あり , シ ン ガポ ー リ ア ン の ほ とん どは , その
言語能力 , コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力の 到達 レ
ベ ル に差はあるに して も, 英語と民族語の 混
在した多様な言語生活 を送 っ て い る ｡ なぜ シ
ン ガポ ー ル の 言語政策 にお い て 英語が重視 さ
れる に い た っ たか に つ い て 田村 (19 3)
5' は
,
(1)英語が 国際語で あり , 科学技術の 言語 であ
る こ と ｡ (2)植民地時代か らの 諸記録 , 行政,
司法の 連続性 を保証で きる こと ｡ (3)華人 , マ
レ ー 系 , イ ン ド系の 各グル ー プ に と っ て t 中
立的言語で あり , 共通語と して 適 して い る こ
と ｡ (4)外 国人投資家の 用 い る言語である こと,
と い っ た政府当局の 説明に加えて , (5)英語が
リ ー ･ ク ア ン ユ ー ら党指導者の 母語 であ っ た
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-
こ と を挙 げて い る ｡ 対外経済活動の 道具と し
て の 英語 , 国内の 各民族間の Link La ngu age
と して の英語と い っ た ことの 他に , シ ン ガポ ー
ル 建国以来ず っ と政権を担当 して きて い る ,
人民行動党 (Pe ople
'
s Actio n Pa rty) の 指
導者の母語が英語で あ っ た ことも , たしか に
シ ン ガポ ー ル にお い て英語重視の 政策がと ら
れた理 由で ある と考えられ よう ｡
英語重視の 政策は , 初等教育機関に おける
言語教育に とりわけ如実に現れ て い る ｡ 建国
以来 一 貫 して , 初等教育に おける第一一 言語は
英語で あり , 英語の 他に民族語を学ぶ と い う
言語教育政策が取ら れて きて い る ｡ 言語政策
の 変遷 に つ い て はすで に , 田中 (1987), 田
村 (前掲書), 太田 (1994)
6 )
な ど先行研究に
お い て 述べ られ て い るの で , 祖述する こ とは
避けるが , シ ン ガポ ー ル に お ける言語教育政
策の ね ら い は, 将来同国の 政治 , 経済を担う
エ リ ー トを養成する こと にあり , 上級の 学校
- 進む に は , 英語 と民族語の 成績が重要視さ
れ るの で ある ｡ こう した , 英語重視と い う基
本方針 に 変更はな い もの の , 1992年に 教育制
度が 改められ , 第 二 言語の 教育に い く つ かの
点で 従来と は異る点が見られ る ｡
そこ で , 次章以下 で は特 に初等教育段 階を
中心 に , 1992年以降の 教育制度 に つ い て , そ
れ以 前との 相違点に言及 しながら 見て い く こ
と にする ｡
2 教育制度改革
s. Gopi｡ atha n(1994)
7 )
によ ると , シ ン ガ
ポ ー ル にお ける こ れまで の 教育制度改革 , と
りわけ言語教育制度の 改革は , 二 つ の 報告書
が基とな っ て い る ｡ そ のうちの , 一 つ は1979
年に 出され たもの で , もう 一 つ は1991年 に出
され て い る ｡
シ ン ガポ ー ル型教育で 知られる初等教育段
階か ら の 振り分け選別別の もとに なるもの は ,
197 8年 8月に リ ー ･ ク ア ン ユ ー が当時の 副首
相 ゴ ー ･ ケ ン ス ウ イ に命 じて作成さ せ197 9年
2月 に 出版され た , Repo rt o nthe M inistry
of E du c atio n 1978(い わゆる ゴ ー レポ ー ト)
で ある ｡ こ の 報告に 基づ き80年以 降は , 初等
教育段階か ら選別削が とら れる こ と に なる ｡
それ は , ′ト学校1 年か ら3年まで は語学学習
を中心 に した共通教育課程を受け, 3年生修
了時に , 英語 , 民族語 , 数学の 三科 目の 試験
(str e a ming exa mination) を受け , その 結
果と平常の 成績を総合的に判断して , 3 コ ー
ス に振り分けられると いうもの である ｡ 3 コ ー
ス と は
, (1)N o r m al bilingu al c o u rs e(二 言
語正規 コ ー ス), (2)Extended bilingu alc o u r se
(二 言語延長 コ ー ス),(3)M o n olingu al c o u r se
( 一 言語 コ ー ス) の 三 つ である ｡
80年代は こ の 制度に 基づ い て 教育が行 われ
たの だが , 振り分けの 時期が早す ぎる , 一 言
語の生 徒は早い 時期に ドロ ッ プア ウ ト して し
まうな どの い く つ か の 問題点が 出て きた ｡ そ
こ で , 1 91年3月 に教育省 は , 初等中等教育
改革案提言 , すなわち Im pr o ving Prim a ry
Scho ol E du c atio n(I PSE) を発表 し , 以下
の よう な改革提言を行 っ て い る ｡
(1) 初等教育段階を次の 三 つ の段階に分けて ,
英語 , 母語 , 算数に 重点を置く ｡ 三 つ の 段 階
とは , 1年の 小学校準備期間 , ′J､学校 1年か
ら4 年まで の 基礎期間, 小学校 5年 - 6年の
オリ エ ン テ ー シ ョ ン期間で ある o
(2) 小学校1年 - 4 年の 教科時間配分 の めや
すは次の ように する ｡ 英語 (33%), 数学(2 0
%), 母語お よ び道徳教育 (27%), 科学 ･ 芸
術 ･ 体育 な どその 他の 教科 (20 %)｡
(3) PSL E(Prim a ry Scho oI Le a ving E du c a
tion) (初等学校卒業試験)を合否試験か ら ,
コ ー ス 選別試験 に する ｡
(4) 振り分け試験を小学校3年か ら 4年に ず
らす｡ 5年と6年に は三 つ の言語 コ ー ス を設
ける ｡ すなわちE M l(英語と母語 を第 一 言
語水準一上級水準), E M2 ( 母語は第 二 言
語水準一普通水準), E MO (母語 は話 し言葉
の 水準) で ある ｡ (図 1 参照)












(4 十 - 6+)
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1) Gener al Ce rtific ate of E du cation A dv a nced level( 中等教育資格試験 上級 レ ベ ル)
2) Ge n e r al Certific ate oi
l
E du c atio n No r rn al le v el (中等教育資格試験 普通 レ ベ ル)
3) Ge n e r al Ce rtific ate o[ E du c atio? Ordin ary le v el ( 中等教育資格試験
一 般 レ ベ ル)
4) prim a ry Scho ol Le a＼′ing Ex a m l natio n ( 初等学校卒業試験)
5) English a nd M other to ngu e / E M l( 母語を上級 レ ベ ル で 学習)
EM 2(母語を普通 レ ベ ル で 学習)
E M 3( 母語を話 し言葉の レ ベ ル で学習)
図1
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なお , 小学校 4年修了時に行わ れる ｢振り
分け試験｣ は各小学校 が独自に行うもの だが,
学校側の 一 方的な判断で振り分けられ るの で
はなく, 家長は学校側の 決定 に異議を申 し立
て る こ とが で きる よう に な っ て い る ｡ たとえ
ば , 試験の 結果E M 2 に振り分 けられ た児童
の 親が , 子供をE M l で学 ばせ た い と学校側
に申し出れ ば , E M l で学 ばせ る こ と が で き
る ｡ また , EMOと い う 名称 は ､ 新 し い 初等
教育制度が発足 したとき に, E M3 と名称が
変えらえれ た ｡
こ の よう に , 92年以前と以後とで は教育制
度 に若干の 変化がみ られる ｡ 振り分け試験 の
時期 を遅 らせ る とともに , 小学校5年 , 6年
を オリ エ ン テ ー シ ョ ン段階と位置づ けるなど,
初等教育 にある程度の 余裕を持たせ たよう に
配慮 されて い る かの よう で ある ｡ しか し, 初
等教育段階か らの エ リ ー ト養成教育と い う点
に は い さ い さか の 変化もなく, 92年以 降の制
度 で は , E M lが エ リ ー ト養成 コ ー ス に なり,
こ の コ ー ス で は , 英語と民族語の バ イリ ン ガ
ル 養成が目的とされ て い るの で ある ｡
3 初等教育 における華語学習指導要領
と華語教材
こ の 章で は , 華語教材と , その 編集の 基準
と なる学習指導要領に つ い て記すことにする｡
シ ン ガポ ー ル に お ける教育行政官庁で ある教
育省 には , 教材開発や教科指導を行う部門と
して , カ リ キ ュ ラ ム 開発局 (Cu rric ulum De
v elopm e nt) と カリ キ ュ ラ ム 計画課 (Cu rric
ulu m Pla n ning D ivisio n) が ある ｡ こ の 二
つ の 部局 は密接 な関連を持ちなが らも , そ れ
ぞ れの 役割が は っ きりして い る ｡
シ ン ガ ポ ー ル は義務教育制度をと っ て お ら
ず , 教科書も有償で あるが , 教科書 は国定教
科書 と検定教科書に 分けら れる ｡ 国定の 教科
書は カ リ キ ュ ラ ム 開発局が執筆 ･ 編集する ｡
たとえば , 初級段階の華語であれば , カリキ ュ
ラ ム 開発局の 小学華文教材組が執筆 ･ 編集し,
教育出版社私営有限公司か ら出版され る こと
に なる ｡ カ リキ ュ ラ ム 開発局は教科書 の みな
らず, 教師用の マ ニ ュ ア ル , 宿題帳 , 漢字練
習帳, 補助教材 , 視聴覚教材などの 作成も行
う ｡ なお , 筆者が 参観を許され たカ リ キ ュ ラ
ム 開発局の 教材展示室に は , 試用版 で あるが
文字 ･ 音声 ･ 映像教材が 一 枚の レ ー ザ ディ ス
ク に収め られたもの もあ っ た ｡ また , 補助教
材と して の 読み物 は , 後述する ｢ 中小学華文
文字表｣ に ある学年別の 配分漢字を使 っ て 作
成さ れて い ると いう から , その 執筆 に はた い
へ んな時間と労力が かけ られる に 違い な い ｡
検定教科書 は , カ リキ ュ ラ ム計画課で 検定
する ｡ カ リキ ュ ラ ム計画課で は , 教科書の 検
定の 他 に , ｢ 小学華文科課程標準｣(1993) と
い っ た教科指導要領や , ｢ 中小学華文字表｣
(1993) を作成し , 教材 を作 る 際の ガ イ ド ラ
イ ン を示して い る ｡
3.1 華語学習指導要領
シ ン ガポ ー ル の 初等段 階 で の 華語教育で ,
日本の 学習指導要領 に相当す る の が , ｢ 小学
華文科課程標準｣ で ある ｡ い ま, その 全て の
項目 に つ い て 論 じる い とまはな い が , 全体の
構成は次の よう にな っ て い る ｡
第 一 章 前言 第二 章 教育目標 第三 章
教材選択の 原則 と範囲 第四章 結合数授法
第五 章 教学活動に 関す る意見 第六章 言
語技術 第七 草 評価法
さら に付録と して (1)小学華文科 の 期待さ れ
る教育効果(2)華族文化と伝統 的価値観 の 綱
目 (3)課外閲読の 手引き (4)自学学習能力の 育
成 (5)字表の 説明(6)成語表 (7)特選小学高級
華文課程 (小一 - 小四) の 手引きがあり, 最
後 に ｢ 基礎華文科課程教学の 手引き｣ が つ い
て い る ｡
こ れら の 内か ら重要と思われ る もの に つ い
て だけ , 言及する こ と にす る ｡
(5)字表の 説明で は ､ 基礎段階 の 1年か ら 4
年の 間に13 00字を覚え ､ オリ エ ン テ ー シ ョ ン
シ ン ガ ポ ー ル の 初等教育に お け る華語数育
の 段階の 5年 , 6年次 に はEM l では さ ら に
70字を加えて 計2000字, E M 2 では500字を
加えて 計1800字を覚えるよう に 目標が定め れ
て い る ｡
(7)特選小学高級華文課程に よる と ､ 高級華
文の 過当た りの 時間配分は次の よう に な っ て
い る ｡ ( 図2参照)
特選′ト学高級華文(小- - ′ト四)の 週あ た り の 授 業時間数
学 年
時間数
･ト - ･ト 二 ･ト 三 小 四
基本段階の 時間数 1 2 lO 9 8
追加時間数 2 2 4 4
総時間数 14 EE] 13 12
図2
教科書を作る際の 語蓑の 制約 に つ い て の 項
目がな い の が気 に かか るが , カリ キ ュ ラ ム 計
画課の 担当者との 懇談の 中でも , シ ン ガポ ー
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ル で は華語を外国語と して 学習するの で はな
い の で , ｢語菜表｣ 作成の 必要は な い と の こ
とで あ っ た ｡ ･しか し, シ ン ガポ ー ル の華語教
科書の 語蓑に つ い て調 べ る手段がな い こと は
な い ｡ 政府の 横関で は な い が , 聯合早報の 用
字用語調査工作委員会編に よる ｢聯合早報
中小学華文課本 用詞調査報告 (上) (下)｣
(1989年5月) と い う大部の 資料 が あり , こ
れ に より華語教科書に 表れ る語桑に つ い て 項
度別に 知る こと がで きる ｡
3.2 華語教科書
国定教科書は教育部の カ リキ ュ ラ ム 開発局
の華文教材班によ っ て 執筆 ･ 編集さ れる こ と
は先 に述 べ た ｡ その 中身に つ い て こ こ で 詳し
く分析する こ と はしな い が , 参考まで に ｢ 小
学華文教材 学生読本 ( 第三版) 一 年 (上
冊) 1 A_｣ の 第
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こ れを見てまず気が つ くの は, 中国語式ロ ー
マ 字で ある ピ ン イ ン ･ ロ ー マ 字が な い こ とで
ある ｡ 日本の 中国語教育で は通常まず, ピ ン
イ ン ･ ロ ー マ 字を覚える こと から入る ｡ シ ン
ガポ ー ル で は1973年 に , 華語を表記するの に ,
中国大陸で使われ て い る簡体字と , そ の 発音
表記と して 漢語拝音字母 (ピン イ ン ･ ロ ー マ
辛) が採用され たが , 図3 に 見るよう に ピ ン
イ ン ･ ロ ー マ 字は華語学習の 初期の 段階で は
出て こ な い ｡ ｢ 小学華文科課程標準｣ に よ る
と
,
ピ ンイ ン ･ ロ ー マ 字の学習が始まる の は
小学校3年か らと な っ て い る ｡ これ は , 英語
の ア ル フ ァ ベ ッ トとの 混乱 を避ける ため で あ
る こ と が第 一 の 理由と考えられるが , そ れよ
りも , 華語を外国語と して 学ぶ場合と , 第二
言語と して 学ぶ 場合と で は , ピ ン イ ン ･ ロ ー
マ 字の 活用方法が 異なる こ とに原因が あるの
で あろう ｡ そもそも, ピ ン イ ン ･ ロ
ー マ 字が
音そ の もの を表して い るの で は な い こ とを考
える と , ピ ン イ ン ･ ロ ー マ 字をあくまで も補
助手段とする使 い 方は理 に か な っ て い る とも
言える ｡ その ままで は , にわか に 日本の 中国
語教育 に適用はで きな い に して も, 必ずまず
ピ ン イ ン ･ ロ ー マ 字から入る と い う これまで
の 教授方法 にも , 再検討する余地はある よう
に思う ｡
4 南華小学校の華語教育
4.1 SA P Scho oは して の 南華
｢諸外国の 学校教育 (ア ジ ア 編)｣ ( 文部省
大臣官房調査統計企画課 平成 3年1 2月) に
よる と , シ ン ガポ ー ル に は203の 小学校 が あ
り, その うち国立 が158校 , 公費補助 の 小学
校が45校 ある ｡ 本章で 取り上 げる南華小学校
は公費補助校 で , そ の 前身は1917年に 華僑の
団体に よ っ て 創設さ れ た南華女子小学校 で ,
シ ン ガ ポ ー ル で も有数の 歴 史を持 っ た小学校
で ある ｡ 南華に 通う児童の 多くが華人で あり,
1989年に は政府のSA P(Spe cial As sicta n ce
plan) プ ロ ジ ェ ク トの 小学校10校 , ｢ 特選小
学校｣ に選ばれ て い る ｡ SA Pプロ ジ ェ ク トの
主なね ら い は , 二 つ あり ,
一 つ は英語と華語
の 両言語を上級 レ ベ ル で学ばせ るように する
こ と で
, もう
一 つ は華人の 持つ 伝統的価値観
を教授する こ と である ｡ 通常の小学校 で あれ
ば , 5 , 6年次の E Ml のク ラ ス に お い て ,
上 級華語の コ ー ス が設定さ れるの で あるが ,
特選小学校で ある南華小学校で は , 1年か ら
H ighe rChin e s eLa ngu age(高級華語) を教
えて い る ｡ と い っ て も ｢ 高級華語｣ 用の 教材
が特 に用意さ れて い るの で は なく , 補助教材
な どを使 っ て の 学習な どが主で , 華語の 学習
時間が通常校よりも増える こ と に なる ｡ 全教
科に 占め る華語授業の 割合知るた めに , 南華
小学校 の 各教科の 時 間割配分を示すと次頁図
4 の通りで ある ｡ 週 あたりの 授業時間数は 1
年次 に14時間, 2年次に13時間, 3年次 は9
時間 , 4年次は8時間と な っ て い る ｡
一 方 カ
リキ ュ ラ ム計画署の ｢小学華文科課程基準｣
によ ると (図2参照), 1 年次1 4時間 , 2 年
次12時間 , 3年次13時間, 4年次12時間とな っ
て い て 南華の 基礎段 階で の 高級華語の 時間数
は ｢ 基準｣ より若干少 なくな っ て い る ｡ 特に
3年 , 4年次で の 時間数が ｢基準｣に 示され
て い る時間数よりか なり少 なくな っ て い る ｡
しか し , 道徳の授業は華語 で行わ れ (こ れ は
南華 に限らず道徳の授業は民族語で 行う こ と
にな っ て い る), 南華で は音楽の 時間 に も華
語と関連づ けて 授業が行わ れて い る ｡ 例えば ,
唐詩を朗読 したあと で , ピア ノ の伴奏に 合わ
せ て 手振りを加えなが ら唐詩を歌う と いう よ
うな方法を音楽の授業に 取り入jl, 華語の 授
業時間数の不足を補 っ て い る ｡
4.2 P 2葦語授業
南華小学校で 見学 したの は2 年生 の 華語の
授業で , 教科書 は国定教科書の ｢小学華文教
材P 2｣ を使用 して い た ｡ 授業の 内容の 概略
は以【Fの よう に なる ｡
教室に 入 っ た ときに はす で に授業が始ま っ
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教科別時間配分 ( 南華小学校)
学 年





E Ⅳ〔1 EM 2 EM 3
英 語 17 16 16 13EE] 13 16
母 語
及 び
道 徳 教 育
14 13 09 08 EE] 09 04
03 03 03 03 0:; 03 03
数 学 07 09 Eq EE lい 10 14
科 学 03 04 05 05 03
美 術 , 工 作 02 02 02 02 02 02 02
社 会 02 03 03 03
体 育 03 03 03 03 02 02 02
音 楽 02 02 02 02 01 01 01
保 健 01 01 01 01
集 会 01 0_1 01 01 01 01 01
過 当 た り
総 時 間 数
49 49 50 50 53 50 50
図 4
て おり, 黒板に は学習する単元名 ｢能倣 的事
自己倣｣ と書かれ て ある ｡ 児童は2 5人で , 4
つ の班 に 分か れて 机が並べ らilて い る ｡ 教壇
はなく, 教師は椅子に 腰掛け児童 はその 前に
座 っ て い た ｡ 教師の 左手に は ホ ワイ トボ ー ド
があり, そ こ に は教材と同 じイ ラ ス ト (4 コ
マ) が張られて い る ｡ ホ ワ イ トボ ー ドに はそ
の 他に 課文に 出て くる 単語のうち , 学習すべ
き単語 を三 つ 大きめ の カ ー ド に書 い て張 っ て
ある ｡ 教師の 後に つ い て 児童 に単語の 発音を
させ た後に , そ れぞれ の 単語の 意味を児童に
答えさ せ る ｡ そ の 後で教師が その 単語の 意味
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を伝える ｡ 次に 別の 児童 に その 単語を使 っ た
単文を作らせ る ｡ 再度三 つ の単語を音読する｡
教科書の 本文を2 , 3 人の 児童 に読ませ て か
ら , 一 斉 に音読させる ｡ こ の とき教師は音読
しな い ｡ 次に 本文の 内容に関する 質問をし ,
3 , 4 人の 児童に 答えさせ る ｡ こ こ ま で が当
該課に 関して の 授業 で ､ 次 に前の 単元 で学習
した語句の 復習を行う ｡ まず , OH P に一 組1
0個くら い か ら なる単語 を順不 同 に 三組写 し
出し, 各班に 一 枚ず つ 大きな藁半紙を配る o
児童 は同じ班の 者が互 い に 相談し合い なが ら
各組の 単語を並 べ 換えて , 意味の 通る 文を藁
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半紙 に マ ジ ッ ク で書く｡ キイ - と なる単語 は
すべ て 一 つ 前の 単元 に 出て きたもの ｡ 児童が
藁半紙に答を書 い て い る間に , 教師は児童の
間をまわり, ヒ ン ト を与えたりする ｡ 1 0分 ほ
どして各班で書 い たもの を発表させ , 誤りが
あれ ば訂正する ｡
以上 が参観 した華語ク ラ ス で の 授業の流れ
で ある ｡ なお , 教科書に は ピ ン イ ン ･ ロ ー マ
字は善かれ て お らず (但 し教師用指導書に は
全文に ピ ン イ ン ･ ロ ー マ 字が ふ っ て ある),
教師は華語を使 っ て 授業を進めて い た (授業
終了間際にOKと い っ た の が唯 一 の 英語)｡
授業中教師が話す割合 は 3割程度で , なる
べ く児童に話させ るよう に誘導して い た ｡
語学の授業ら しく教室内は絶えず児童の 声が
聞こえ活気 にあふ れ て い た ｡ 児童の 華語 を話
した い と いう気持ちがうまく引き出さ れた授
業 で あ っ たと思う ｡ 授業中も っ とも感心 した
の は , ホ ワイ トボ ー ドに張 っ て あ っ た単語カ ー
ドが , 風 に 吹か れて 落ちたときに , 一 番前に
座 っ て い た児童が , す ぐに 立 っ て カ ー ドを拾
い 張りなお した こ とで ある ｡ こ れは , し つ け
の 問題 と いう より, その 授業 に積極的に 参加
して い る こと の現れ だと感 じた ｡
｢教室から ざわめ きが消えた｣ と いうの が
｢ 売り｣の教科書が よく売れ る と い う , 日 本
の 中国語教育の 実状を改めて 考えさせ ら れた
授業で あ っ た ｡
5 まとめ
極論すれ ば , シ ン ガポ ー ル の 華人にと っ て ,
英語と華語の バ イ リ ン ガ ル で ある こ とが , エ
リ ー トと なる ため の 要件に なる ｡ そ して , 人
材育成と い う社会的使命を果たすこ と を求め
ら れる 教育 は , 制度と して , 当然ながら バ イ
リ ン ガ ル の エ リ ー ト養成を目指 したもの にな
る ｡ こ の 小文で取り上 げた南華小学校は , 昨
年の 卒業生235名の うち E M3 の 児童
一 人 を
除き中学校 に合格 し , その うち87.23 %の 児
童が特別 コ ー ス か快速 コ ー ス に進 ん で い る ｡
全国の 平均が49.20/o で ある こ と を考えれ ば ,
い わゆ る エ リ ー ト校で ある ｡ そ こ で の 華語数
育は , シ ン ガポ ー ル の 平均的な小学校の 華語
数育と はい えない かも知れ ない が , シ ン ガポ ー
ル が 目指す人間像を考える上 で は , 一 つ の 典
型と い える で あろう ｡ 言うまで もなくこ と ば
は学校で だ け教育され るもの で なく , 家庭内
で どう いう言語を使 っ て い る かが , 児童の 言
語能力に大きくか かわ っ て くる ｡ 南華小学校
校長は , 父兄会の 度ご と に , 家庭で積極的に
華語を話すよう にと訴えて い る と いう ｡ 授業
参観 の 後に何人か の 児童 に質問して み たが ,
半数は , 家庭で は両親と英語で 話 して い る と
の 答が返 っ て きた ｡ シ ン ガポ ー ル滞在中に出
会 っ た人 々 の 中に は , 華語で の 読み書きが で
きな い 子供が増えて い る 事 - の 危機感を感じ
て い る華人は少なくなか っ た ｡ 英語第
一 主義
か ら , 英語と民族語の 二 言語主義 にシ フ トを
変えた シ ン ガポ ー ルが今直面して い る問題は ,
カ ル チ ャ ー の 問題の よう に思える ｡ バ イリ ン
ガ ル で バ イ カ ル チ ャ ー で あれ ば , 完全な バ イ
リ ン ガ ル と い えようが , バ イリ ン ガ ル で モ ノ
カ ル チ ャ ー である場合は完全なバ イ リ ン ガル
と は い えな い ｡ シ ン ガポ ー ル の バ イ リ ン ガル
教育の 目指 して い るもの が , バ イ カ ル チ ャ ー
な バ イリ ン ガル と い う視点があるの か , こ の
国の今後の 言語政策の 展開に注目 した い ｡
シ ン ガ
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On Chin e s eTe a ching at the Prim a ry Scho ol le v el in Singapo r e
-the c a s e of Na nhu aPrim a ry Scho ol-
Shin chi Y A M A D A
(Re ceived Nove m ber 1 ,1994)
A B S T R A CT
Singapore is w ell kno w n a s a m ultilingu al c o u ntry . M alay lS its n atio n al la ngu age,
a nd m inistry pe r mitte sthre ela ngu age s a s offic al langu age s: English , M a nda rin a nd
Ta mil. A ltho ugh w e alr e ady ha v e alot of pubuic atio n that sho w the langu age e n vi-
r o n m e nt in Singapo r e, little atte ntio n w a spaid to the la ngu age te a ching a spects of
prl m a ry O r S eC OIldary scho ols in Singapo r e.
In t his pape r w eintr odu ceChin es elangu age te a ching ln the c a s e of Na nhu apr l m a ry
s cho ol,a nd dis c u s spr oble m s o nChin es ela ngu age te a ching. W e believe that Chin e se
language te a ching at Na nhu a prl m a ry s cho ol gl V eS u S m a ny u seful ide a st hat m ay help
im pr o v elangu age te a ching at the c ollege le vel in Japa n.
K E Y W O RDS
Sin gapore . M ultilingu al s o ciety, B ilingual edu c ation , Hu ayu
